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'
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史

的

経

過

を

た
ど

っ
て
み
た

い
｡

こ
れ

に

つ
い

て
は
鶴

居

7
-
子

氏

か

｢
金
太

郎

の
誕
生

｣

(
束

京

女

子
大

学

r
日
本

文

学

j

昭

六

二
)

に
お

い

て
許

し

-
駅

北

さ
れ

て

い
る

の

で
'
以
下

そ
れ

に
よ

っ
て

略

記
す

る
｡

史
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岬

碍

｣
を

此

ペ
て
み

る
と

次

の
よ

う

に
な

る
｡

･

甲
今

昔

物

繕

牡

Jl
を

第

二
十

八

の
第

二

(
1

7
二

〇
年

以
降

)

･

r
古

今
著

聞

典

j

奄
辞

九

(
武

窮

)

(
I
二
五

四
年

成

立

)

･
謡

曲

r
大

江

山

j

(
二
二
〇

〇
年

以
降

)

･
御

伽
草

子

r
酒
呑

虚

子
L

(
7
四

〇
〇
年

以
降

)

こ
れ

ら

の
中

で
坂

田
公

時

は

源
相

光
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れ
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光
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物
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摂
津

源
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祖
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兜
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い
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つ
か
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史

実

を

伝

え

る
も

の
か
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っ
て

い
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､
坂

田
公

時
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つ
い
て
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た

ら

t･{
い
｡

ど

う

や

ら
栃

光
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形

成
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も
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遣
り
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げ

ら
れ

た

架

空

の
人

物

の
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で
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の
後

､
舌

浄
瑠

璃
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に
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時
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生
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年
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か

れ
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時
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郎
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時
洛

隣

人

)

Jl

(
叫
六
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･
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梢

原

右
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六
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･

r
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道

山

め

ぐ
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六

八

五
年
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'
公

平
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畑

桐
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な
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､

｢
坂

田
金

時
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は

､
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人

公

｢
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平

｣
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朝
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て
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生
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ら
れ

る
｡

r
金

時

都

い
り
す
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ね
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太

郎
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坂
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金

時
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光
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弧
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て
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山
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時

､
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っ
た
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右
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山
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る
頼

光
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両
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石
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割
れ

'
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鬼

女

か
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六

歳
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枝

盛

を
遡

れ

て
現

れ

､
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の
榛

東
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頼
光

に
奉

る

と

い
う
場

面
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あ
り

'
ど

ち

ら
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金

時
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山

地
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で
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っ
た

こ
と

を
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い
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ま
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追
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､
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光
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摩
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を
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っ
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近
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-

､
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ど
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'
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ど
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ら
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梢
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草

双
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郎
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草

双
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と
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を
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ど
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を
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友
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を

も

と
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郎
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波
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節
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藍
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嫌
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触 衷 紀そ の た 友 逮 家 来 年 代

1 0 2 0 0

0 0 3 10
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1 O 1 3 0

1 1 0 4 0

1 6 5 5 0

1 4 3 6 0

1 8 3 7 0

0 5 0 8 0

*
表

で

t
九

四

〇
年

代

の
作

品

は

一
九

四

七

年

の
も

の



ま

ず

'
絹

代

の
絵

本

に
描

か

れ

る
金

太

郎

と

動

物

適

の
脚

係

を

見

て

み

る
G

0

F.
金

太

郎

j

(
;
九

八

七

お

は
な

し

の
ポ

ケ

ッ
ト

)

｢
う

さ

ぎ

､

り

す

'

さ

る

'
き

つ
ね

､

た

ぬ

き

､
-

ま

･
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'
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っ
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を
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叔

て
な

げ

の
け

両

手

を

ひ

ろ

げ

つ

つ
立

所

に
｡

内

よ

り

あ

ら

熊

と

ん

で
出

る
を

ど

っ
こ

い
任

せ

と

し

っ
か

と

だ

-

B

熊

こ
と

と

も

せ

ず

ね

ぢ

付

ん

と

す

れ

共

い

つ
か

な

う

ご

か

ば

こ

そ

Q

か

ら

み

付

ば

を
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ど
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を
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を
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椅
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を
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狗
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に
杵

理

を

す

る
C

旭

｢
や

れ

､

や

れ

､
見

事

な
奴

か

と

れ

ま

し
た

｡

そ

れ

で
又

山

つ
飲

み

ま

し

ょ
う

C

こ
り

･}
'
き

･.i
ろ
き

ょ
ろ
す

る

と

酒

か

こ
ぼ

れ

る
｡

き

る

と

は

き

ょ
ろ

つ
-

奴

じ

ゃ
G

L

0
r
怪
童

九

b

(
械

枠
)

･
山
姥

か
わ
が
子

の
た
め
に
神

通

力

で
天

狗

を

呼

び

寄

せ

る

怯

蛮

丸

と

天

狗

の
喧

嘩

｢
ま

た

負

け

腺

で

､

い
と

様

か

や

ん

ち

ゃ

お

っ
し

ゃ
る
G

｣

･
動

物

に
御

輿

を

引

か

せ

る

､
怪

盗

丸

は

そ

の
上

に
乗

る

怪

｢
献

'
抑

み

じ

.}
C

え

い
さ

ら

さ

5

｣

･
笛

を

や

っ
け

る

怪

｢
ご

ろ

ご

ろ

と

､

お

れ

か

遊

ぶ

に

'
や

か

ま

し

い
｡

失

-

し

て

こ
ま

そ

G

｣

･
秋

に
相

撲

を

耽

ら

せ

る

怯

｢
牡

は

手

取

り

､

こ
な

た

は

格

武

者

で

'
巧

者

は

な

け

れ

ど

'

合

わ

せ

て
見

ま

す

る

C

東

西

'
来

西

｣

･
山

姥

の
月

見

､
眺

連

は

山

姥

の
為

に
御

馳

走

を

作

る
｡

怪

塵

丸

は

ま

ま

ご

と

を

す

る

｡

悌

｢
ま

た

'
釜

の
蓋

を

開

け

て
お

る

わ

o

そ
れ

で

は

へ
飯

か

で

き

ぬ
B

千

で
ま

い

に

'

と

ん

と

因

る
G

I

･
鵬

と

棒

引

き

を

す

る

怪

｢
わ

れ

か

力

は

'

そ

れ

ぎ

り

か
｡

い
-

ま

い
､

い
く

ま

い
｡

｣

･
脂

と
懲
-
引

き

を
す

る

｡

柏

｢
ま

た

､
お

尻

か

上

が

る

ぞ
｡

引

い

て
く

れ

引

い

て
く

れ

c
L

ま

ず

､
江

戸

期

の
硬

化

で
見

逃

せ

な

い
獣

の
人

格

化

の
開

髄

に

触

れ

て
お

き

た

い
C

前

述

し

た

脂

山

姥

で
は

'
動

物

は

人

側

と

は

明

確

に
区

別

さ

れ

た
獣

で
あ

っ
た

C

と

こ
ろ

が

非

本

に
見

ら

れ

る

動

物

た

ち

は
人

間

の
吾

輩

を

理

解

し

F
人

間

と

共

に

､
入

隅

の
生

油

を

営

む

の

で
あ

る

C

軟

の
人

格

化

は

'
赤

本

の
娯

炎

性

'
大

衆

性

の
反

映

で
あ

る
と

胤

わ

れ

る
か

'
そ

れ

に
よ

り

'
獣

か

人

相

と

主

従

関

係

を

結

べ
る

よ

う

に
な

っ
た

の

で
あ

る
C

二
五

〇
年

た

っ

た

今

､
我

々
が

近

松

の
描

-

金

太

郎

と

献

適

に
命

邦

の

日
を

む

け

る

こ
と

'
我

々

の
知

っ
て

い
る
金

太

郎

噺

の
動

物

速

が

ど

れ

だ

け

人

格

化

さ

れ

た

も

の

で
あ

る

か

も

考

え

て

み

れ

ば

､

そ

の
患

我

の

大

き

さ

が

わ

か

る

だ

ろ
う

G

こ

の
人

格

化

に
よ

り

､
余

太

郎

と

動

物

適

と

の
関

係

が

開

鵬

に

な

っ
て
-

る
B

両

者

の
関

係

は

も

は

や

人

間

と

動

物

で
は

な

く

､

人

間

同

窓

の
関

係

で
な

け

れ

ば

な

ら
な

い

の

で
あ

る
G

で

は

'
亦

本

桐

の
金

太

郎

と
動

物

連

は
ど

の
よ

う

な

関

係

で
結

ば

れ

て

い

る
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の
だ

ろ

う

か

C

こ

の

二
作

品

に
関

し

て
は

｢
家

来

｣

か

Jr
友

逮

し

か

と

い
う

こ
と

を

断

定

出

来

る
言

糞

は

使

わ

れ

て

い
な

い
C

ま

た

こ

こ

に

は
内

容

を

記

さ

な

か

っ
た

か

r
さ

ん

と

き

お

き

な

た

ち

b

r
金

時

出

世

前

j

な

と

他

の
赤

本

に

つ
い

て
･J
同

様

で
あ

る
｡

し

か

し

'

内

容

か

ら
椎

洲

す

る

と

'
金

時

は

餓

鬼

大

将

と

し

て
描

か

れ

て

い

る
よ

う

で
あ

る
C

動

物

適

を

従

え

て
行

列

を

す

る
場

面

､

動

物

連

に
芸

を

さ

せ

る
場

面

'
熊

を

棒

引

き

や
首

引

き

で
負

か

し

て

し

ま

う
場

面

か

ら
読

み

取

れ

る
｡

た

だ

､

こ
れ

ら
草

双

子

に
描

か

れ

た

餓

鬼

大

将

金

太

郎

と

動

物

た

ら

と

の
関

係

は

'
明

治

桝

の

金

太

郎

と

そ

の
家
来

の
動

物

た
ち

と

の
関

係

と

比

べ
て

み

る

と

'

そ

の
権

力

柵

道

に
お

い

て
退

い
か

見

ら

れ

る

の

で
あ

る
C

草

双
紙

r
金

太
郎

Jl
に
お

い

て

は

'
月

見

を

す

る
山

姥

の
為

に

動

物

た

ち

か

料

理

を

す

る
e

F
怪

童

九

』

で
は

､
神

威

力

に
よ

っ

て
我

が

子

の
友

達

に
す

る
た

め

に
山

姥

が
大

拘

を
呼

び

寄

せ

る
C

ま

た

､
脂

に
負

け

た
腹

妬

せ

に
天

狗

を
苛

め

る
怪

童

丸

に
む

か

っ

て
､

天

狗

か

｢
ま

た
負

け

腹

で

､

い
と
様

か

や

ん

ち

ゃ
お

っ
し

ゃ

る
C

｣

と

文

句

を

言

う
C

こ
れ

ら

か

ら

'
江

戸
期

の
動

物

は

山

地

の
家

来

で
あ

る

か

ら

'

そ

の
子

て
あ

る
金

太

郎

に
従

っ
て

い
る

'

と

い

う

二
重

構

造

を

見

る

こ
と

か

で
き

な

い
だ

ろ
う

か

｡

明

治

期

の
廉

小

波

甲
日
本

昔

噺

第

二
十

嬬

金

太

郎

』

で
は

ど

う

だ

ろ

う

｡

O

r
日

本

昔

噺

第

二
十

嬢

金

太

郎

Jl

金

太

郎

の
腕

白

ぶ

り

か

描

か

れ

る

｢
お

し

ま

ひ

に

は

'
山

に
棒

で
居

る

､
熊

だ

の
鹿

だ

の
､

税

だ

の

兎

だ

の
と

い

ふ

､
生

き

た

獣

類

を

故

事

に
し

て
､
自

分

か

そ

の
紙

鬼

大

将

に
な

っ
て

'
面
向

か

っ
て
遊

ん

で
居

り

ま

し

た

｡

｣

こ

の
作

品

で

は

､

金

太

郎

か

動

物

適

を

家

来

に
す

る

の

で
あ

っ

て

､
動

物

連

は

山

地

と

は

関

係

な

-

､
金

太

郎

の
直

接

の
家

来

な

の

で
あ

る

｡

こ

の
よ

う

に
江

戸

州

に

は

'
獣

か

ら
家

来

へ
､

山

姥

の
家

来

か

ら

金

太

郎

の
家

来

へ
と

い
う

物

譜

の
変

化

を

見

る

こ
と

か

で
き

る

C

(

二
)

家

来

か

ら

友

適

へ

明

治

期

に

は

'
江

戸

期

と

同

じ

様

に

｢
家

来

｣

の
表

記

は

な

い

が

､

そ

の
内

容

か

ら

家

来

で
あ

ろ

う

と

推

測

さ

れ

る

作

品

か

粘

つ

か

あ

る

が

'
多

-

は

金

太

郎

直

域

の

｢
家

来

｣

と

し

て

の
動

物

連

か

明

肺

な

蕃

紀

と

共

に
描

か

れ

る
C

そ

し

て

こ

の
金

太

郎

と

動

物

連

の
､
大

将

'
家

来

の
関

係

は
太

平

洋

戦

争

の
終

結

ま

で
続

-

の

で
あ

る
C

O

T
日
本

昔

噺

節

二
十

編

金

太

郎

j

(
1
8
9
6
)

金
｢
ヤ

イ

ヤ

イ
家

来

共

-
今

日

は

こ

の
原

で
相
撲
串
を
し

て
遊

ば

う

ち

や
な

い
か

｡

一
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T
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C

o
m

p

a

n

i

o

n

a

a

a

m

a

a

e
h

i

m

s

e

I

i

a

s

t

h

e

i

r

c
h

i

e

i

t

J

O

r
昔

噸

金

太

郎

』

二

九

二

二

金

井

倍

生

堂

)

｢
ヤ

サ

シ
ク

ツ

ヨ
イ

ヤ

マ
ウ

バ

ノ

カ

ハ
イ

イ

コ
ド

モ

ノ

キ
ン
タ

ラ

ウ

ハ

ウ

マ
レ
ナ

ガ
ラ

ノ

チ

カ

ラ

モ
チ

ケ

ラ
イ

ハ

オ

ホ
ゼ

ィ

サ

ル

ウ

サ

ギ

L

o
r
金

太

郎

』

二

九

三
七

大

日
本

髄

弁

会

純

旗

杜

)

金

太

郎

､
娘

っ
て

き

た

熊

を

授

け

飛

ば

す

C

脂

｢
こ

ん

な

､

お

っ
よ

い
方

と

､

し

ら

な

い
も

の

で

す

か

ら

'

た

い

へ
ん

t

L

つ
れ

い

い
た

し

ま

し

た

G

ど

う

ぞ

､

こ
れ

か

ら

'

私

を

け

ら

い

に

し

て
下

さ

い
い

｣

金

｢
よ

し

よ

し

'

そ

ん

な

に

た

の
む

な

ら

'

け

ら

い

に

し

て

や

ら

う

C

｣
太
平
沖

峨

争

終

結

後

(
山

糸

の
調

志

し

た

範

的~

で

は

一
九

凹

七

年

か

ら

)

こ

の
金

太

細

と

動

物

の
関

係

に
新

し

い
関

係

か

見

ら

れ

る

よ

う

に

な

っ
た

c

0

T
金

太

郎

と

し

っ

ぽ

』

(
t
九

四

七

ふ

う

せ

ん

の
旅

)

｢
足

柄

山

の

金

太

郎

は

､

と

も

だ

ち

の

け

も

の

に

は

､

み

ん

な

し

つ
ぼ
か

あ

る

の

に

､

じ

ぷ

ん

た

け

し

つ
ぼ

か

な

い

の

で

ふ

し

き

て

な

り

ま

せ

ん

で

し

た

｡

L

0

F
金

太

郎

J

(
i
九

六

三

日

本

の
民

誠

二

ニ
)

｢
子

と

も

の
と

き

か

ら

'
山

を

あ

る

き

ま

わ

っ
て

い
た

の

で

､

い

つ
か

'

山

の
け

も

の

た

ち

と

は

'

あ

そ

ぴ

と

･J
だ

ち

に

な

っ

て

し

ま

い

T

L

r
金

太

郎

と

し

っ
ぽ

b

か

ら

見

ら

れ

る

'

金

太

郎

と

動

物

の
加

速

関

係

は
初

め

に
示

し

た

表

の
通

り

､
次

第

に

大

将

'
家

来

関

係

を

凌

ぐ

よ

う

に
な

っ
て

-

る
｡

こ

の

理

由

を

私

は

戦

後

の

平

和

よ

尭

'
平

等

主

我

に
求

め

た

か

'

そ

の
根

拠

は

'
次

の

二

作

品

に

あ

る
C

ま

ず

は

'
軍

国

主

我

の

下
で

､

金

太

郎

と

動

物

適

の
問

怖

か

ど

の
様

な

も

の

で
あ

っ
た

か

を

見

て

み

る

G

O

F
金

太

郎

の
滞

下

命

部

畔

b

(
一
九

四

他

励

柵

圃

紙

芝

居

第

二
十

九

号

)

｢
部

隊

長

金

太

郎

の

'

元

気

の

い

い
鹿

を

ご

ら

ん

i･{
さ

い
c

L

｢
荒

鵬

爾

懲

'

お

椀

兵

長

､
兎

上

顎

托

'

狐

一
等

兵

へ

み

ん

な

､

い

つ
で
も

飛

降

り

や

う

と

､
金

太

郎

の
命

令

を

待

ち

か

ま

へ

て

在

り

ま

す

｡

L

｢
金

太

郎

は

パ

ッ

パ

と

中

将

弾

を

な

げ

つ
け

ま

し

た

C

で
も

触

鱒

は

､
手

相

粥~

を

跳

ね

返

し

て
平

気

で
遊

ん

で
き

ま

す

c
r
j

｢
隊

長

と

の
う

､

火

炎

放

射

概

を

も

っ
て
来

ま

し

た

｡

｣

金

太

郎

主

従

は

足

柄

山

か

ら

飛

び

出

し

て

そ

の
ま

ま

職

域

へ
向

か

う

の

で
あ

る

G

そ

こ

で

は

'
彼

等

の
関

係

に
変

化

は

見

ら

れ

な

い

C

大

将

'
家

来

の
関

係

の
ま

ま

で
あ

り

'
階

親

か

付

さ

れ

た

だ

け

で

あ

る

｡

大

将

､
家

来

の
関

係

か

､

い
か

に
戦

争

と

僻

棲

む

立

場

に

あ

る

か

か

わ

か

る

C

そ

し

て

'

そ

の
関

係

の

fk.
起

か

平

和

主

我

を

表

わ

す

こ
と

は

次

の
作

品

か

ら

わ

か

る

｡

O

r
さ

ん

た

ろ

う

か

も

と

り

ご

ん

ペ
え

j

(
1
九

七

五

ひ

か

り

の
く

に
株

式

全

紙

)

小

さ

な

動

物

を

苛

め

て

は

'

食

べ
物

を

横

取

り

し

て

い

る
大

鵬
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を

懲

ら

し

め

に

い
く
C

金

｢
く

ま

さ

･<

よ

わ

い
･も

の

い

じ

め

は

お

よ

し

よ

.

｣

熊

が

怒

っ
て
世

い
か

か

っ
て
-

る

金

｢
け

ん

か

は

､

い

や

た

よ

C

す

も

う

を

と

ろ
う

よ

｡

｣

金

太

郎

'
鵬

を

授

け

飛

ば

す

C

鵬

が

家

来

に
な

る

こ
と

を

申

し

出

る
h

金

｢

わ

た

し

は

け

ら

い
な

ん

て

い
ら

な

い
よ

O

と

も

だ

ち

に

な

ろ

う

よ

C

｣

作

者

は

明

ら
か

に
争

い
を

香

淀

す

る
平

和

主

我

を

意
親

し

て

､
大

将

､
家

架

の
関

係

を
否

定

し

て

い

る

こ
と

か

わ

か

る

だ

ろ

う
C

(
三

)
物

譜

の
合

理

化

以

上

の
よ

う

に

､
金

太

郎

噺

は
磯

々
な

背

泉

や
安

蘇

を

も

と

に

､

変

化

喜

連

げ

て
き

た

｡

物

納

は

時

代

と

北

に
変

化

す

る
.

そ
れ

は

'

時
代

に
よ

っ
て

'
人

々

の
関

心

の
対

象

や

､
世

界

観

'
価

値

抱

な

ど

が

変

化

す

る

こ
と

に
伴

う

も

の

で
あ

る

｡

そ
れ

ぞ
れ

の
時

代

に

お

い

て
関

心

の
あ

る
事

象

'
あ

る

い
は

価

値

あ

る
事

象

が

付

け

加

わ

り

､

そ

う

で
な

い
も

の
は
消

滅

し

､

さ

ら

に
､

そ
れ

ぞ
れ

の
時

代

に
お

い

て

､

つ
じ

っ
ま

の
あ

っ
た
物

請

で
あ

る
よ

う

に
変

化

し

て

い

く

の

で
あ

る
｡

人

々

の
興
味

､
関

心

の
下

に
､

ロ
を

卓

-

動

物

か

生

ま

れ

､
興

味

か

あ

る

か

ら

山

姥

で
は

な

-

､
金

太

郎

か

主

人

公

に
な

っ
て

い

っ
た

の

で
あ

る
｡

ま

た

'
近

代

に
な

る

と

､
特

に

子
供

の
た

め

に
番

か

れ

･L}
文

章

"
児

糞
文
学
Z
が

成

立

し

､

そ

こ

で

は

､

そ

れ

を

過

し

て
子

供

達

を

故

育

し

て
い

こ
う

と
-い

う

意

図

の
も

と

に
様

々
な

配

収

か

な

さ

れ

た

｡

終

戦

直

後

へ
搬

前

の
教

科

番

の
執

り

を

墨

で
逸

り

碑

し

た

よ

う

に

､
金

太

郎

噺

の
争

い

に
関

す

る

で
あ

ろ

う
部

分

か

消

さ

れ

て

い

っ
た

の

で
あ

る
0

こ

の
よ

う

に
物

精

は

､
意

図

的

､
非

意

図

的

に

そ

の
時

代

人

の
意

識

を

基

準

と

し

た

合

理

化

か

行

わ

れ

る

の

で
あ

る
O

金

太

郎

噺

に
は

､
他

に
も

'
相

接

の
地

組

の
帆

番

､
金

太

郎

か

梢

を

投

げ

飛

ば

す

胡

由

､
ま

さ

か

り

の
人

手

使

榊

方

法

､
大

木

を

倒

し

て
鳩

を

架

け

る

理
由

､
鯉

に
乗

る
か

ど

う

か

'
金

太

郎

の
職

は
人

間

か

山

地

か

'
金

太

郎

は
勉

強

を

す

る
か

､
な

ど

へ

そ
れ

ぞ

れ

の
時

代

背

鼎

を

反

映

し

た

合

理

化

か

な

さ

れ

て
い

る
と

思

わ

れ

る
部

分

か

也

つ
か

あ

る
｡

今

回

は

､
以

上

の
中

か

ら

'
相

撲

の
取

組

の
鴨

番

､
金

太

郎

か

鴨

を

投

げ
飛

ば
す

理
由

を

被

り

上

げ

て

'

｢
物

語

の
合

理

化

｣

に

つ
い

て
さ
ら

に
考

察

を

進

め

て
み

た

い
C

三

相

棟

の
鞭
姐

金

太
郎

と
動

物

た

ち

の
相

接

の
俄

組

み

に

は
茂

つ
か

の
パ

タ

ー

ン
が

見

ら

れ

る
C

全

年

代

を

適

し

て
も

っ
と

も

多

く

見

ら

れ

る

の

は

｢
始

め

に
兎

と

猿

か

取

組

み

､
椴

の
勝

ち

､
次

に
鵬

と
熊

か

取

払

み

､
旅

の
勝

ち

､
最

後

に

､
金

太

郎

対

動

物

全

員

で
金

太

郎

の

勝

ち

｡

｣

と

い
う

も

の

で
あ

る
｡

作

品

の
中

に

は
行

司

に
言

及

す
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る

も

の
も

あ

り

'

そ

の
場

合

は

'
植

村

鬼

で

は
曲

が

へ
熊

対

地

で

は
鬼

か

そ

れ

ぞ
れ

や

る

こ
と

に
な

っ
て

い
る

.

ま

た

､
相

接

に
勝

っ

た
者

に
は
金

太

郎

か

ら
輝

美

と

し

て
お

む

す

び

が

も

ら

え

る

'
と

い
う

作

品

も
多

く

見

ら
れ

る
G

こ

の
パ

タ

ー

ン
は

い

つ
頃

成

立

し

た

の

で
あ

ろ
う

.

江

戸

期

の

草

双

子

に
現

れ
る

'
柵

裸

の
場

面

で
は

､
措

対

偶

(
行

司

'
金

太

郎

)

'

埋
封

猪

(
行

司

へ
金
太

帥

)

､
絹

-
猪

を

い

っ
ぺ
ん

に
相

手

に
す

る

金

太

郎

(
行

司

'
猿

)

の
場

面

か

い
-

つ
か

の
作

品

の

中

で

､
断

片

的

に
み

ら
れ

る
だ
け

で
あ

る
｡

l
八

九

七

年

'
搬

小

波

｢
日
本

昔

噺

｣

で

は

'

｢
租

対

兎

､

回

目

に
兎

の
勝

ち

､

二
回

目

は
稿

の
勝

ち

(
行

司

､
鹿

)

､
次

に

臆

対

兎

で
兎

の
勝

ち

に
な

る

(
行

司

､
袈

妃

な

し

)

｡

鵬

､
金

太

郎

に

つ
い

て

の
取

組

み

は
描

か

れ

て

い
な

い
｡

金

太

郎

は
見

物

し

て

､
怖

っ
た
者

に
碇

美

と

し

て
お

む

す

び

を

や

る

だ

け

で
あ

る
C

O

r
U
本

音

噺

j

(
-
八
九

七

臓

小

波

)

順

か

土
快

を
作

t.
て
相

接

か

始

ま

る
｡

金

｢
よ

し

よ

し
｡

乃

公

か

こ

こ

で
見

分

し

て
や

る
｡

勝

っ
た
者

に

は
輝

美

を

や

る

ぞ
C

｣

私

の
調

査

の
特

則

で
は

'

F
世

界

丑

托

大

系
j

(
t
九

二
四

松
村

武

地

世

界

蛮
緒

体

系

刊

行

会

)

で
は

じ
め

て

こ

の
パ

タ

ー

ン
か

み

ら
れ

る

B

投

射

兎

､
柚

の
勝

ち

(
行

司

､
鵬

)

'
鵬

対

鵬

､

鵬

の
勝

ち

(
行

司

､
兎

)

'
金

太

郎

対

動

物

金

員

で
金

太

郎

の
勝

ち

と

な

る
C

ま

た

､
金

太

郎

は
牌

っ
た

者

に
奨

英

を

与

え

る
｡

こ

の
作

品

以

降

は

｢
日
本

昔

噺

｣

の
パ

タ

ー

ン

で
は
な

-

'

こ

の
パ

タ

ー

ン
か

ひ
さ

つ
か

れ

て

い
-

の

で
あ

る

｡

な

ぜ

F
日
本

昔

噺

j

の
パ

タ

ー

ン

で
は

な

い

の
だ

ろ
う

｡

『
世

界

童

話

大

系

J

と

F
日

本

曹

噺

』

の
相

接

の
描

写

場

面

を

比

較

し

て
考

え

て
み

よ

う
｡

ま

ず

へ

F
世

界

盛

花

大

系

b

に
お

い

て

は

､
熊

の
取

組

､
金

太

郎

の
取

組

が
描

か

れ

る
様

に
な

っ
た

こ
と

で
あ

る
｡

こ
れ

は

恥

味

､

関

心

に
基

す

く

合

理

化

で
あ

る

と

思

わ

れ

る
G

草
城

人

物

を
増

や

し

､
脱

線

に
金

太

郎

か

一
斉

に
か

か

っ
て
き

た

動

物

越

を

ti
俊

に

投

げ

飛
ば

し

て
し

ま

う

と

い
う

､
劇

的

な

場

融

を
加

え

て

､
糖

を

面

白

-

し

､
紙

背

の
卿

妹

を

引

こ
う

と

し

た

の

で
あ

る
C

ま

た

'

金

太

郎

白

身

の
取

り

組

み

が

循

ら

れ

る
機

に

な

っ
た

の
は

､
金

太

郎

の
強

さ

を
強

調

す

る

た

め

で
あ

る
と

も

い

え

る
｡

O

r
金

太

郎

b

(
!
九

三

七

大

日
本

雄

弁

金

納

談

牡

)

金

太

郎

-
兎

'
椴

､
鹿

'
隅

を

3
度

に
投

げ

飛

ば

す

C

動

｢
お

お

'

い
た

い

､

い
た

い
｣

｢
金

太

郎

さ

ま

は

､
す

ご

い
な

あ

-
･
｣

金

｢
壮

ん

だ

､

よ

わ

む

し

だ

な

あ

-

ぢ

ゃ
あ

'

こ
れ

で
お

ひ

る

に

し

よ

う

G

｣

ま

た

､
水

薬

に

つ
い

て

の
教

育

的

配

概

か

見

ら
れ

る
O

F
zE
木

管

噺

J

で
は

､
相

撲

に
お

け

る
褒

美

は

'
大

村

か

ら
家

来

に
与

え

た

一
般

的

な

意

味

し

か
持

ち

合

わ

せ

な

か

っ
た

C

し

か

し

､
新

し

い
窓

味

か

付

加

さ
れ

る

よ

う

に
な

る
｡

｢
世

界

艶

話

大

系

｣

に

お

い

て
も

｢
円
本

督

噺

｣

同

様

､
金

太

郎

か

勝

っ
た
者

に
お

む

す

び

を
与

え

る

こ
と

に
な

っ
て

い

る

｡

し
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か

し

'

｢
日
本

昔

噺

｣

て
は

兎

と

椀

が

そ

れ

ぞ

れ

､
勝

っ
た
時

'

褒

美

を

も

ら

っ
た

こ
と

だ

け

か

記

さ

れ

て

い

る

の

に

'

｢
世

界

盈

紙

大

系

｣

で
は

'
勝

T.
た

椴

と
舵

の
他

に

t

r
雌

も

兎

も

ぎ

や

う

じ

を

や

っ
て

'
ご

く

ら

う

で
あ

っ
た
C

』

と

'
負

け

た

鵬

と
兎

に

も

お

む

す

び

を

や

っ
た

こ
と

が

記

さ

れ

て

い

る

こ
と

か

こ

の
二

作

品

の
大

き

な

遇

い

で
あ

る

E
金

太

郎

の
度

数

の
大

き

さ

､
思

い

や

り

を

強

調

し

'

リ

ー

ダ

I

た

る
も

の

の
在

り

方

を

緒

る

た

め

で
あ

ろ

う

｡
こ

の
よ

う

に

､

F
世

界

童

話

大

系

』

は

T
日
本

昔

噺

b

を

､

さ

ら

に
合

判
的

に

､
面

白

-

'
改

め

た

も

の

で
あ

っ
た

O

こ

の
合

併

化

か

､

T
世

界

塵

紙

大

系

b

の
バ

ク

ー

ン
を

後

の
作

品

に
引

き

継

が

せ

る

こ
と

に
な

っ
た

の

で
あ

る
｡

四

動

物

適

と

の
出

会

い

-
偶

を

投

げ

飛

ば

す

こ
と

怖

､
あ

る

い
は

､
動

物

た
ち

と

金

太

郎

が

ど

の
横

に
出

会

っ
た

か

と

い
う

こ
と

を

見

て
み

よ

う

｡

そ
れ

に
は

'
三

通

り

の
場

合

か

見

ら

れ

る
｡

金

太

郎

か

山

の
中

で
遊

ん

で

い

る

う

ち

に

'
動
物

た

ち

か
自

然

に

､
友

達

や
家

来

に
な

る
場

合

C

物

語

の
初

め

か

ら

'

友

達

や
家

来

と

し

て

の
動

物

が

登

場

す

る
場

合

｡

そ

し

て
'
金

太

郎

以

前

の
山

の
大

将

で
あ

っ
た

熊

を

た

お

し

て

､
鵬

を

家

来

に

し

た

ら

､
鵬

に
従

っ
て
多

く

の
動

物

た

ち

も

家

来

に
な

る
助

合

で
あ

る
Cこ

の
三

つ
目

の
場

合

､
金

太
郎

と

脂

は

ど

の
様

に
出

会

い

'
な

せ

､
職

う

都

に
な

っ
た

の
た

ろ
う

か

C

そ
れ

は

､
大

抵

､
金

太

郎

が

瀧

の
中

で
木

を

切

っ
)J
い

る

と

熊

か

'
自

分

の
縄

張

り

を

荒

ら

さ

れ

た

こ
と

に
怒

っ
て
鮮

っ
て
き

た

の
を

金

太

郎

か

逆

に

や

っ

つ

け

て
し

ま

う

と

い
う

こ
と

に
な

っ
て

い

る
G

O

T
さ
か

た

の
き

ん

と

き

j

(
1
九

五

六

凹

挙

の
子

と

も

た

ち

)

金

太

郎

は

母

か

ら

買

っ
て
･G
ら

っ
た

ま

さ

か

り

で

'
轟

の
未

を

片

っ
渦

か

ら
切

り

倒

す

｡

梢

｢
だ

れ

だ

っ
､

お

れ

の

も

り

を

あ

ら

す

や

つ
は
C

｣

金

｢
や

い

'
-

ま

め

､
き

ん

た

ろ

う

を

し

ら

な

い
か

p

L

C

r
金

太

郎

JI

(
一
九

三

七

大

日
本

桃

井

会

補

強

祉

)

金

太

郎

'
森

の
木

を

手

当

た

り

次

第

に
切

り

倒

す

順

｢
き

さ
ま

は

､

だ

れ

だ

-

お

れ

の
領

分

を

あ

ら
す

な

ん

て

'

け

し

か

ら

ん

ぞ

､
き

さ
ま

は
G

L

金

｢
何

を

､

け
だ

も

の

の
-
せ

に
な

ま

い
き

な

-

金

太

郎

さ

ま

を

､

し

ら

な

い
か

ッ
!

｣

し

か

し

'
我

々

の
感

億

か

ら

し

て
み

れ
ば

､

こ

こ

で

､
非

が

あ

る

の
は

'
純

張

り
を

勝
手

に
荒

ら

し

た

金

太

郎

で
は

な

か

ろ
う

か

｡

と
す

れ

ば

､

こ

の

｢
山

の
中

で
鵬

を

倒

し

た

こ
と

に
よ

り

'
動

物

た
.ち

と

の
関

係

か
始

ま

る

｣

と

い
う

場

面

に

は

｢
金

太

郎

の
不

正

｣

と

い
う

間

期

を

窄

む

こ
と
に

な

っ
て
-

る
｡

な

ぜ

こ

の
よ

う
な

非

合

理
的

な
切

曲

か
細

ら

れ

た

の

で
あ

ろ
う

か

O

額

は

､
近

代

原
初

の
廉

小

池

に
よ

る

金

太

郎

で
は

､

こ

の
場

面

は
な

い
｡

山

を
解

け

阿

っ
て

い

る
う

ち

に
自

然

と

動

物

た

ち

か

家

来

に
な

っ
た

と

語

っ
て

い

る

の

で
あ

る

｡

こ

の
部

分

は

､
小

波

以
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降

に
付

け
加

え

ら
れ

た
部

分

な

巾

で
あ

る
C

近

代

に
お

け

る
金

太

郎

噺

の
変

化

の
局

部

の
ひ
と

つ
で
あ

る
｡

先

に

､
物

語

の
合

理

化

に

つ
い

て
述

べ
た
か

'

こ

の
場

面

を
物

綿

の
合

理

化

と

い
う
視

点

か

ら

説

明

す

る

こ
と

は
出

来

な

い
だ

ろ

う

か

｡

小

彼

は

金

太

郎

は

い

つ
の
側

に
か

獣

た

ち

の
大

桐

に
な

っ
た

と

い

っ
て

い

る

｡

し

か

し

､

い
-

ら
山

の
中

で
逝

回

っ
て

い
た

か

ら

と

い

っ
て
熊

か

.
家

来

L

に
な

る

こ
と

な

ど

は
普

適

で

は
考

え

ら

れ

な

い

こ
と

で
あ

る
｡

そ

こ

で

､

そ

の
よ

う

な

関

係

か

ど

う

し

て

結

ば

れ

た

か

と

い
う
理

由

を

合

理

的

に
説

明

し

よ

う

と

し

て
省

か

れ

た

の
か

､

こ

の
部

分

で
あ

る
C

l
九

七

1

｢
小

学

館

の
育

児

絵

本

き

ん

た

ろ

う

｣

に
は

金

太

郎

か

熊

を

返

り

討

ち

し

た
場

面

が

描

か

れ

た
後

､

r
も

り

の

な

か

で
は

､

ち

か

ら

の

つ
よ

い

も

の
が

'
た

い
し

ょ
う

に

な

り

ま

す

｡

Jl
と

'
鵬

を

倒

し

た

こ
と

が

森

の
動

物

た

ち

か

"

家

来

t

に
な

っ
た

理

由

で
あ

る
と

明

示

し

て

い
る
c

L

か

し

､
様

々
な

物

面

か

姐

み
合

わ

さ

れ

た
物

緒

の
中

で

そ

の

部

分

的

な

合

理

化

は
他

の
部

分

の
矛

盾

を

生

む

｡

こ

こ

で
は

'
金

太

郎

か

絹

た

ち

の
大

将

に
な

っ
た

い
き

さ

つ
は

わ

か

る

よ

う

に
な

た

か

'
熊

の
縄

張

り

を

勝

手

に
荒

ら

さ

ね

は

な

ら

な

-

な

っ
て
し

ま

っ
た

の

で
あ

る
C

こ

の
場

面

は

､

一
つ
の
合

理

化

か

､
他

の
非

合

理

を

生

ん

で

し
ま

っ
た

J
皮

肉

な

合

理
化

の

山
例

で
あ

る
と

い

え

よ

う

｡

し

か

し

､

こ

こ

で
忘

れ

て
は

な

ら

な

い

こ
と

が

あ

る
｡

常

に
物

緒

は

変

化

し

て

い
-

と

い
う

こ
と

で
あ

る

｡

つ
ま

り

へ
今

我

々
は

､

合

理

化

か

非

合

理

を

生

ん

だ

例

を

見

て
き

た

か

､
次

は

そ

こ

で
生

ま

れ

た

非

合

理

が
合

理

化

さ

れ

て

い
-

の

で
あ

る

.

鵬

の
縄

張

り

を

荒

ら

し

た
金

太
郎

を

正

当

化

す

る
表

記

か

見

ら
れ

る

よ

う

に
な

っ

て
く

る

の

で
あ

る

.

も

う

1
度

間

組

の
部

分

を

思

い
仙
川
し

て
も

ら

い
た

い
｡

金

太

郎

が

木

を

判

る
｡

熊

か

洪

っ
て
く

る

｢
俺

の
山

の
木

を

な

ぜ

切

る

｣
C

金

太

郎

か

返

り

柑

ち

に
す

る

｡

こ

の
返

り

討

ち

に
す

る

と

き

の
金

太

郎

の

セ

リ

ブ
に

そ

れ

を

見

る

こ
と

か

で
き

る
｡

新

た

な

合

理

化

前

は

r
何

を

､
け

だ

･も

の

の
-

せ

に
な

ま

い
･qu
な

3

(
i
九

三

七

捕

破

社

)

と

か

､

r
こ

の

､
足

柄

山

の
金

太

郎

を

知

ら

な

い
か

6

-3

(
t
九

五

六

幼

児

に
聞

か

･p
る

お

緒

の
た

ね

)

と

首

い
な

か

ら

'
熊

に
向

か

っ
て

い
く

か

､
合

理

化

後

は

r
こ

こ
は

だ

れ

の

や

ま

で
も

な

い
c

i

r
み

ん

t･5
の
あ

し

が

ち

や

ま

だ
｡

}

(
一
九

八

山

ひ
か

り

の
-

に
)

な

ど

の
よ

う

に
変

化

し

て

い

る
｡

こ

の

セ

リ

フ
の
他

に
も

'
鵬

を

r
い

つ
も

ら

い

さ
な

ど

う

ふ

っ
を

い

じ
め

て

は

ご

ち

そ
う

を

よ

こ
と

り

し

て

い
る

お

お

く

ま

j

(
t
九

七

五

ひ
か

り

の
-

に
)

の
よ

う

に
藩

校

に

し

て

､

金

太

郎

を

正

当

化

し

た

り

す

る
C

さ

て

､
も

う

i
つ
考

え

て
み

た

い

こ
と

か

あ

る
｡

時

代

が
下

が

る

に
従

っ
て

こ

の
場

面

自

体

､
語

ら

れ

る

こ
と

か
少

な

く

な

っ
て

重

た

こ
と

で
あ

る
｡

時

代

と

共

に

'
金

太

郎

と

動

物

た
ち

の
関

係

は

主

従

関

係

か

ら
友

遇

の
相

伴

へ
と
変

わ

っ
て

い

っ
た
.

そ

し

て

､

そ

れ

が

'
金

太

郎

か

出

会

い

の
城

両

で
鵬

を

投

げ

飛

ば

す

こ
と

の

必

然

性

を

沸

く

さ

せ

て
し

ま

っ
た

の

で
あ

る
｡

な

ぜ

な

ら

'
友

達

へ
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仲

間

関

係

を

結

ぶ

な

ら

'
山

の
大

将

に
な

る

必

賓

な

ど

な

い
か

ら

'

順

を

屈

服

さ

せ

る
必

番

も

な

い
し

､
山

の
中

を

遊

び

回

っ
て

い
る

う

ち

に
自

然

に
動

物

た

ち

と
友

達

に
な

る

こ
と

は
家

来

に
す

る

こ

と

に
比

べ

て

t
よ

り

自

然

で
納

得

し

や

す

い

こ
と

で
あ

り

､
余

計

な
説

明

は

必

要

触

い
か

ら

で
あ

る

｡

ち

な

み

に

'
秋

に
あ

る
よ

う

に

r
梢

に
梢

が

っ
て

お
鵬

の
け

い

こ
｣

を

す

る
場

面

を

と

り

あ
･け

た

作

品

は
少

な

い
｡

山

瀬

の
調

遺

し

た

範

囲

で
は

'
胞

小

波

は
耽

り

上

げ

て

い
な

い
も

の

の

'

1
九

二

二
年

(
昔

噺

金

太

郎

金

井

借

生

堂

)

か

ら

'

一
九

七

四

年

(
に

ほ
ん

の
え

は

な

し

)

ま

で

'
時

間

的

に

は
広

-

存

在

す

る

の

だ

が

､

そ

の
敬

は

五

九

作

品

中

､
わ

ず

か

五

作

品

で
あ

っ
た

C

ま

た

'
馬

の
け

い

こ
は

し
な

い
か

､
遊

び

に

い
-

と

き

な

ど

に
鵬

の

背

中

に
乗

て

い
-

こ
と

が
あ

る
作

品

は
七

作

品

で
あ

っ
た

O

熊

に

搾

か

っ
て
馬

の
け

い

こ
を

す

る

こ
と

は

興
味

を

引

-

硯

材

で
は

i･i

か

っ
た

の
だ

ろ

う
小

五

終

わ

り

に

山

蕪

の
調

査

の
範

囲

で
は

'

1
九

九

五
年

十

月

十

日

'

｢
金

た

ろ

う

｣

へ
長

岡

書

店

)

に
お

い

て
金

太

郎

は

結

婚

し

た
c

R
り

っ
ぱ

な

侍

に

な

っ
た

金

と

き

は

ひ

め

と

け

っ
こ

ん

し

て

'
み

や

こ

に

お

か

あ

さ

ん

を

よ

ぴ

t

L

あ

わ

せ

に

く

ら

し

ま

し

た
.

JE

普

請

は

'

そ

れ

を
語

る
人

漣

に
と

っ
て

'
お

も

し

ろ

い
よ

う

に

'

つ
し

っ
ま

か

合

う

よ

う

に
変

化

さ

せ

ら

れ

る
G

そ
れ

は

､
逆

か

ら

見

れ

ば

､
社

会

に
射

す

る
物

譜

の
適

応

で
あ

る

と
貰

え

よ

う
｡

替

緒

は

そ

の
生

き

残

り

を

賭

け

て
変

化

し
続

け

て
来

た

の

で

あ

る
B

そ

し

て
今

も

変

化

し
続

け

て

い

る

の

で
あ

る
｡

右

に
あ

げ

た
金

太

郎

の
結

締

も

そ

の

一
つ
で
あ

る

｡

変

化

は
物

緒

の
内

容

だ

け

で
は

な

い
｡

そ

の
佼

選

手

段

J

変

化

す

る
B

棟

太

郎

な

ど

は

｢
桃

太

郎

伝
税

｣

や

｢
桃

太

郎

寵

銑

｣

と

い

う

フ

7
1･,
リ

ー

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

ー

の
ゲ

ー

ム

ソ

フ
ト

に
な

っ
て

い

る
｡
か

ぐ
や

鮭
は

マ
ン
ガ

に
な

っ
て

い

る

(
か

ぐ

や
姫

7
1
-

エ
バ

ー
)
C

金

太
郎
は

そ

の

ハ
ー
ド

'

ソ

フ
ト

の
両

面

に
お

い

て

'

こ
れ

か

ら

と

の
よ

う

に
変

化

し
'

こ

の
社

会

に
適

応

し

て

い
-

の
だ

ろ

う

か

G

そ

し

て
金

太

郎

は

こ

の
社

会

を

生

き
抜

-

こ
と

か

で
き

る

で

あ

ろ

う

か

｡
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